
まちのニュース

地域の安全を守るため、毎月20日に交通ルールを呼び掛けます

竣工式の参加者と13万5,567枚の太陽光パネル

発電所でできたチップを触る児童

さつまファームレディ倶楽部の皆さんと上野俊市町長

　３月17日、ジャパン・リニューアブル・エナジー
株式会社が佐志地区に建設した大規模太陽光発電
施設の竣工式が行われました。この発電施設の年
間発電量は、一般家庭約１万4,800世帯分の年
間消費電力に相当し、年間約２万3,750ｔの二酸
化炭素の削減が見込まれます。竹内一弘社長は
「今後も太陽光発電などの再生可能エネルギーの取
組を推進していきます」と話しました。

交通少年団 安全への決意新たに

佐志地区に太陽光発電施設が完成

広報さつま 2023. 5９ ８広報さつま 2023. 5

　川薩地区で農業を営む女性が組織するさつまフ
ァームレディ倶楽部が、農山漁村女性活躍表彰で
優良賞を受賞しました。同団体は花育や茶育など
に取り組んでおり、子どもと交流して農業の魅力
を伝えたり、農業の身近な問題をテーマに継続的
に学習、実践したりする活動が評価されました。
古城由美子会長は「若手農業者の支えとなるよう
な活動を続けていきたいです」と話しました。

　３月７日、永野小学校の３～６年生９人が、柏原
地区にあるさつま町バイオマス発電所を見学し、
バイオマス発電の仕組みやカーボンニュートラル
について学びました。児童は、初めて見る蒸気タ
ービンなどの機械や、未利用木材などのチップを
燃やして電気を作る工程の説明を熱心に聴きまし
た。児童は「環境にも優しいと知り、すごいと思
いました」と話しました。

　４月17日、盈進小学校で宮之城交通少年団の結
団式が行われました。同団は、昭和49年に結成さ
れた伝統あるクラブで、今年度は５、６年生13人
で結成。交通安全の日の毎月20日に立哨や広報活
動をしています。式では、６年の堂園悠人団長の
号令で、同団の敬礼であるＶサインを披露。堂園団
長は「元気よく立哨して、交通安全を呼び掛けたい
です」と決意を話しました。

女性農業者の団体が全国で表彰

永野小 バイオマス発電所を見学
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全
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め
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し
て
い
ま
す
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ダ
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つ
に
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に
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調
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」
が
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り
ま
す
。
普
段
は
ダ
ム
内
の
点
検
や
補

修
な
ど
を
行
っ
て
い
る
亀
井
さ
ん
も
、
昨

年
９
月
に
台
風
14
号
が
上
陸
し
た
と
き
は

実
際
に
洪
水
調
節
に
携
わ
り
ま
し
た
。

「
下
流
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川
が
急
に
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水
し
な
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に
、

ま
た
、
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に
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ま
り
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ぎ
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う
に
、
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ー
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を
開
け
閉
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し
て
水
の
放

流
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調
節
す
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の
が
洪
水
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で
す
。
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量
の
予
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上
流
か
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の
流
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な
ど

を
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に
ど
れ
く
ら
い
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を
放
流
す
る
か
を

決
め
る
の
で
す
が
、
状
況
が
目
ま
ぐ
る
し

く
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わ
る
た
め
、
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に
対
応
に
追
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
１
年
目
の
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と
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限
ら
れ
て
い
ま
し
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が
、
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先
輩
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と
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し
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こ
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が

で
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ま
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と
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「
私
た
ち
の
操
作
一
つ
が
、
下
流
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に
住

む
方
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に
大
き
く
関
わ
る
と
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う

責
任
を
感
じ
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
」

と
そ
の
覚
悟
を
話
し
ま
す
。

　

鶴
田
ダ
ム
で
は
、
一
般
の
方
に
も
ダ
ム

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
見
学
会
を

開
催
し
て
い
て
、
亀
井
さ
ん
は
ダ
ム
の
内

部
や
操
作
室
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

「
大
勢
の
見
学
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の
前
で
話
す
の
は
緊
張

し
ま
す
が
、
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の
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に
対
し
て
皆
さ

ん
が
リ
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シ
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を
し
て
く
れ
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の
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れ
し
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で
す
ね
。
ま
だ
ま
だ
経
験
が
浅

い
の
で
、
毎
回
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返
し
で
す
。

見
学
会
を
通
し
て
地
域
の
方
々
に
鶴
田
ダ
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こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
信
頼
関
係

を
築
い
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
」
と
語
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亀
井
さ
ん
。
ま
だ
19
歳
な
が

ら
も
培
っ
た
経
験
を
糧
に
し
て
、
防
災
の

最
前
線
で
闘
い
続
け
ま
す
。

虎居地区在住。熊本県で生
まれ育ち、高校在学中に国
家公務員試験に合格。高校
卒業後に鶴田ダム管理所に
配属される。普段の仕事は
ダムの維持管理で、工事の
発注など様々な事務をこな
す。本町に住み始めて２年
目。町内のイベントに参加
するのが楽しみ。

亀井 慎平 さん（19）
かめい しんぺい

洪水調節などのダム操作を行う操
作室。大雨が降ったときは、職員
全員で対応します。

ダムの装置について説明する亀井
さん。２週間前までの予約で、ダ
ムの内部や操作室を見学できます。

鶴田ダム
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